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４班 

○嶌田敏行（茨城大学）、吉田千穂（名古屋大学）、加藤大典（三重大学）、小柏香穂理（山口大学）、

丹羽啓介（大阪府立大学）、佐藤勇太（株式会社ＳＲＡ東北） 

 

１．議論結果の概要 

結局、データの収集に課題があるわけです。データが分散してまとまらないとか、計画を立て

て指標を立てたんだけど、みんながあまりいいデータを提供してくれない、など、いろいろある

わけです。では、なぜデータとかが集まってこないのかというと、要するにデータを集める評価

担当者とか URA とかそういう担当者以外困ってないからじゃないのかと思います。僕はすごく

困ってるけど、みんなは困ってないから結局データを集めようと思っても、みんなが協力してく

れないという、多分そういう根源的な問題があるのかなと思います。 

また、例えば、研究者情報管理してテムみたいなものに教員がデータを入れても、結局、それ

をみんなが再利用しないからムッとするわけです。また同じことを聞くのかよ、みたいな。そう

いうところを少し解決しないとまずいと思います。 

要するにデータを収集・管理するコストというのがデータを収集・管理することによってもた

らされる利益を上回っているような状況だとすれば、うまくいかないわけですね。 

 では、どうしたらいいのか、ということですが、まず現実的な解決策としては、せっかく集め

たデータなのだから、きちんと使う。利用率／再利用率を上げていく、という感じです。 

究極的にはどうすればいいかというと、担当者しかデータが集まらずに困っているという状況

から、上の人に困ってもらうことが必要です。つまり、上の人がきちんとデータを見て自分が困

っているっていうことを認識してもらう必要があるのだろうと思います。大学は、本当はいろい

ろと困っているわけです。単に課題がある、ということだけではなくて、例えば、大学改革の経

費が付かなかったり、外部資金が取れなくて困ってたりもします。我々としては、大学執行部が

漠然と困っていると感じていることを数量的にもきちんと示さなくてはならないわけです。そう

いう意思決定者の現状認識が、次にどうするか、という議論に繋がっていくわけです。だから大

学執行部や学部執行部に、データをもっと欲しいと思ってもらって、データを集めたい、という

気持ちになってもらわないと、なかなかデータ収集はうまくいかないのかなということです。 

 

２．ポスターの補足説明と感想 

（当日の報告した以外のポスターの説明） 

○ 分析に関するノウハウ（統計の基礎知識、ICT スキル（DB,SQL、Excel 高度機能））の習得

をどうするべきか。担当者は一定の水準をスキルとして持ち合わせる必要がある。 

○ ポスターの内容、説明ともに問題ございません。当日もそうでしたが、とりまとめ等いただき

ありがとうございます。嶌田様のファシリテートのおかげで、私を含めた皆様が課題と感じて

いる内容を自由にお話しされていたと感じました。 

○ 大学評価等でアカウンタビリティが求められる風潮が強いため、データベースの導入ありきと

いったように、大学執行部が「まず形から」と考える傾向が強いことが課題認識されていたよ

うに思います。データ収集の作業手順に十分な共通理解が得られないまま、データ収集のため
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のシステムがまず構築されてしまうことで、後から不都合が生じるということがあります。 

 

（グループ討論を通して感じた評価や IR を改善に活かすためのコツ、感想等） 

○ どの大学でも、データを収集・管理するコストが、データを収集・管理することによってもた

らされる利益を上回っているような状況が一般的なように感じたが、例えば、データについて、

「困っている」から「使い倒す」というような発想の転換が、前向きなデータ収集→分析→上

層部への提案等につながるように感じた。 

○「データの収集」の課題について、どの大学でも同じ問題を抱え、現状では現実的な解決法で

回避していることがわかりました。しかし今後は、理想的な解決法を実現するために、すべて

の事柄において、それらを評価・改善するためには「データ」が必要であることを一人ひとり

が認識することが重要だと思います。そのためには、一人ひとりが「評価・改善への取組を一

歩踏み出す（実践する）」ことが大切だと感じました。そうすれば、多様なデータが蓄積・収

集される仕組みが、自然に構築されていくように思います。 

○ 今回、第一分科会で参加者の皆様の意見を聞き、課題の所在地とその解決方法のヒントを教え

ていただいたと思います。IT ベンチャーの立場として、当然のことながら、なんらかのソリ

ューションで支援したいと考えますが、それだけでなく学内への説明、意思統一、調整といっ

た大学側が主となる作業においても、的確なサポートを提供していかなければならないと感じ

ました。 

○ 評価・IR や URA の業務が他の大学業務と性質が異なっていること、人員配置が少ないため

業務経験のある教職員が少ないことにより、教職員からその業務について理解されづらい点

も、データ収集の際の協力が得られにくい要因だと思います。 

○ 評価・IR や URA がデータを収集する際は、データ保有部署の労力や関連データ等の有無を

きちんと確認することでデータ収集業務の負担軽減を図るとともに、データを提供してもらっ

て終わりとするのではなく、データ提供者が考える課題や改善方策を聞き取ることで、データ

を使った評価や IR が他の部署にも理解されていくのではないか、と 4 班の討論から感じたと

ころです。また、4 班の結論である「データを示すことで大学執行部に困ってもらう」際にも、

評価・IR が現場の生の声を認識することでよりインパクトのある報告ができるようになるか

と思います。今後更に各部署の課題認識や情報共有を深めていきたいと思っています。 

 

３．当日みんなで持ち寄った課題（掲載可能なもののみ） 

○ 学内に散在しているデータの収集方法について、実際どのように行われているのでしょうか。 

○ データの収集を目的としたシステムの構築・導入をしたとしても、教員の方からみれば入力・

管理すべきシステムが増えた形になり、結果として教員の負荷が増加するという側面があると

感じています。 

○ また研究者の業績情報でいえば researchmap、組織情報でいえば今後稼働予定の大学ポート

レートと学外におけるデータベースの注目度が増しており、大学独自にデータベースを保持す

る意義が問われていると思われます。 

○ ここ数年で各大学において IR 室の設置が増加していますが、実際どのような業務・活動をさ
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れているのかわかっていません。システム開発業者がサポートできるのか、またできるのであ

ればそれはどのような形が適切なのか今後検討していく必要があります。 
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H26 大学評価コンソ 第一分科会 課題提出 

大阪府立大学 丹羽啓介 

＜キーワード＞ 

A-1 データ・資料の整理・蓄積、A-2 数量データ分析、F データベース・業務システム 

K ガバナンス・手続き論、L 財務 

＜課題概要＞ 

（現状） 

・私は評価担当グループ（職員 5 名）に所属する一般職員である。新卒での入職後 3 年間、法人

評価や調査照会業務を主に担当している。グループの業務は、他に認証評価、自己点検評価、

教員業績評価、教員データベースの運用、大学基本情報の公開、監査補助がある。 

・教学 IR は別の FD 組織が所管している。教学 IR は教育補助金の採択を受け継続的に学生調査

を運用し、カリキュラム改組にデータを活用している。 

・一方で、データが各部局に散在し、集約的統計的に管理できていない。各部局が担当業務を行

うためのデータ収集を行い、業務システムも担当部局単位で導入されておりシステム連携も不

十分である。全学的なデータ収集を必要とする評価業務の負担が非常に大きい。 

（対応） 

・厳しい大学間競争の時代において、IR（本学では IR を「データに基づく大学運営活動」と位

置づけている）の重要性が高まっている。全学的な視点から必要なデータを各部署と連携して

蓄積し、戦略的な法人経営を行うための IR 活動を推進したい。 

・経営面の IR 活動の土台固めとして、昨年度「データたな卸し WG」を部署横断型の委員会組織

として設立した。教学 IR を進めてきた学長補佐をリーダーとして、各事務課が担当者を推薦し、

私が事務局を務めることになった。 

・WG の目的は、各部署が保有する全てのデータを整理し、大学がどのようなデータをどのよう

な形で持っているかを把握することにより、データの有効活用、共有の方法について検討する

ことである。H25 はシステム項目、H26 は調査照会項目と回答した際のバックデータの棚卸し

を行っている。 

（課題認識） 

・厳しい予算状況の中、全学的な大学基本情報のデータベースが構築できていない。そのためデ

ータ収集が手作業であり、業務負担が大きい。 

・生データの提供については利用目的の明確化や個人情報保護の観点、業務負担などの問題もあ

り全学的に抵抗が大きく、委員会形式での WG 組織でデータ収集も進めている。現時点ではデ

ータの整理作業を各部署へ依頼している段階であり、作業負担が大きいこと、WG の将来展望

が不明確であることなどを理由として、協力意識にばらつきがある。 

・一方で、WG 形式であることから参加メンバーで方向性を協議していきたいが、事務局が方向

性を明確にするよう求められ事務局任せの運営となっている。 

・評価業務でデータ収集を行ってきたため事務局を任されているが、今後認証評価の受審や中期

計画の実績とりまとめ、大学ポートレート等大きな業務がある中で、担当者としてどれほど IR

活動に注力できるか懸念がある。データ分析について見識のある職員も必要と考えている。 



ＩＲ活動とデータ棚卸しについて

大阪府立大学

1

H26/06/19
経営会議

参考資料１－３

ＩＲ（Institutional Research）

IR（Institutional Research）とは

データに基づく大学運営のための活動（組織）

 機関の業績（成果）、環境についてのデータ収集

収集したデータの分析と解釈

データ分析と解釈を計画策定など政策や意思決
定に活用・反映

2



大学運営におけるIRの必要性

データに基づく大学運営が求められ、ＩＲの必要性が
高まっている

 高等教育機関に税金を投入することで各機関が社会に
対して説明責任

 18歳人口の減少により、学生確保についても競争的環境

 グローバル化に伴い、国際的にも競争（研究型大学は今
後一層苛烈に）

3

現 状

• 「データで見る公立大学法人大阪府立大学」作成（H
１８年度～）

法人・大学に関する主要データ

• 「Financial Report」作成（H２３年度～）

財務情報に見る 公立大学法人大阪府立大学

• 教学IR～学生調査の活用

H２１年度から継続的に１年生の学修や生活に関する全数
調査を実施

H２４年度からのカリキュラム改組の影響を確認
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「データ棚卸し」の目的
～ ＩＲ導入に向けて ～

• データに基づき意思決定を行える体制構築への第
一歩

• 各部署が保有する全てのデータを整理し、大学がど
のようなデータをどのような形で持っているかを把握

• 各種調査への対応の多大な労力の削減

• データの有効活用・共有の方法について検討

• IR組織を立ち上げるための準備

5

データ棚卸しＷＧ

□ データ棚卸しＷＧ設置（H２５年１２月）
全学のデータを「棚卸し」により現状を把握・整理し、データの有効
活用、共有方法を検討するため、事務組織メンバーによるWGを
設置

□ データ整理のイメージ
（１）H２６年度

各機関からの調査照会に必要な項目の洗い出し、データ共有化
⇒事務負担の軽減

（２）将来的
①データ共有の対象データの拡大（全データ）

⇒情報の効果的な発信・保管
②データ分析の大学運営への活用（ＩＲの実現）
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※ 参考「大阪府立大学 ICT推進プラン（仮称）（骨子案）」
（2012年3月31日）から

４ インスティチューショナルリサーチ（IR）戦略
（１）課題の概要と課題解決方法

□ IRの重要性は認識されつつあるが、現実の業務に適用していく土壌は醸成されていない。
□ 本学の特性を踏まえたIR導入に向け、実施内容（何を）と、実施主体（誰がどこで）をどのように設定す
るかが課題。
□ 本学におけるIRのプレゼンスを向上させ、教職員の〝IRマインド〟を高めることが、IRの導入・定着の
大前提となり、教職員の意識改革を促す必要がある。

□ 当面、学内で保有する「データの棚卸し」（業務上作成された全文書を対象）を実施し、各部署横断的
なデータの所在等について現状を把握し、IR推進のための基礎づくり・土台固めを図る。

（２）課題解決に向け検討を進めていく事項
□ IR戦略の中で管理、活用するデータについて「定義の明確化」と「データの棚卸し」を実施する。

□ データの収集・蓄積・共有のルール化を行い、各部署の所有データを一元的に管理し、重複部分を調
整する担当者を決め、必要な時に必要な情報を円滑に受け渡しを可能にする。（⇒基礎的IR機能）
□ 共有データを活用し、より高度で創造的な分析・活用を持続的に行う。（⇒応用的IR機能）

（３）検討を進めていく上での留意事項
□ 本学の実情とニーズに合わせ、段階的に発展・充実させることとし、IR機能の形態や構成も、柔軟に
変化するものと捉える。
□ 大学運営の重要な意思決定の場面に反映ささせる仕組みのあり方について検討を行う。
□ データ分析、意思決定に有効な情報を提供するため、専門性を有する推進組織の設置を検討。

□ 今後文部科学省や（独）大学評価・学位授与機構が設定する「大学情報データベース」等の外部機関
の方針との整合性を図りながら進めていく。
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４班

課題：データや指標を使いたいが、
みんなが協力してくれない。

困ってもらう

ニーズが
ない

似たようなこ
とを何度も訊

くな

業務の簡素化
があまり期待さ

れない

担当者しか
困っていない。

コスト＞
利益

データベース
の課題

・入力率悪い
・データの正確さ

データを入力
するメリットが

ない

現実的
解決法

データを何と
か再利用する

作業簡略化
の姿勢で協
力を得る

理想的
解決法

データで現状を
把握し、危機感
を持たせる

どうやって？

困っているこ
とを認識して

もらう

学生への影
響を考える！

外部資金の

圧力で動いて
いるが。

データの収集

データが分散

☆
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